
東京芸術センター

区長に来年度の予算要望書を提出

　
こ
う
い
う
な
か
で
、
旧
区
役
所
跡
の
天
空
劇
場
と
会
議
室
（
東
京
芸
術
セ

ン
タ
ー
）
は
、
使
っ
て
も

使
わ
な
く
て
も
特
定
事
業

者
に
毎
年
９
８
０
０
万
円

の
区
民
の
税
金
を
20
年
間

投
入
し
つ
づ
け
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
竹
の
塚
公
共
駐
車
場
は
特
定
事
業
者
が
所
有
す
る
ビ
ル
に
区
民
の

税
金
を
投
入
し
て
作
ら
れ
た
う
え
、
が
ら
空
き
で
も
そ
の
事
業
者
は
毎
年
４

０
０
０
万
以
上
の
お
金
を
う
け
と
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
塩
原
林
間
学
園
は
15
億
円
余
の
税
金
を
投
入
し
て
作
り
ま
し
た
が
わ
ず
か

4
5
0
0
万
円
余
で
売
却
。

　
税
金
の
無
駄
遣
い
が
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

2～3面も
ぜひご覧下さい

　
し
か
し
足
立
区
は
、
苦
し
い
区
民
の
生
活
を
よ
そ
に
基
金
を
積
み
立
て
て
い

ま
す
。
そ
し
て
区
民
の
命
綱
の
国
民
健
康
保
険
証
の
取
上
げ
（
資
格
証
の
交
付
）

は
十
月
か
ら
再
開
。
今
で
も
高
い
保
険
料
が
さ
ら
に
値
上
げ
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

　
足
立
区
の
保
育
園
待
機
児
は
過
去
最
高
に
な
り
、
入
れ
な
い
方
か
ら
悲
鳴
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。
根
本
的
な
解
決
に
は
足
り
な
い
認
可
保
育
園
の
増
設
が
必
要
で

す
が
、
足
立
区
は
一
つ
と
し
て
作
ろ
う
と
し
ま
せ
ん
。

　
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
冷
た
い
の
で
し
ょ
う
か
。
自
民
、
公
明
、
民
主
が
そ
ろ
っ

て
あ
と
押
し
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
い
ま
区
民
は
「
仕
事
が
な
い
」「
子
ど
も
を

保
育
園
に
預
け
て
働
き
た
い
が
満
杯
で
入
れ

な
い
」「
国
保
料
が
高
く
て
払
う
の
が
大
変
」

「
少
な
い
年
金
か
ら
何
で
も
天
引
き
す
る
の
は

や
め
て
ほ
し
い
」「
制
限
が
多
く
て
介
護
が
受

け
ら
れ
な
い
」「
無
駄
遣
い
を
や
め
て
暮
ら
し

に
回
し
て
ほ
し
い
」
の
声
が
渦
巻
き
、
日
本

共
産
党
足
立
区
議
団
が
行
な
っ
た
区
民
ア
ン

ケ
ー
ト
に
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
で
税
金
の
ム
ダ
づ
か
い

一
方
で
税
金
の
ム
ダ
づ
か
い

東
京
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
は
9
8
0
0
万
円

竹
の
塚
公
共
駐
車
場
は
4
0
0
0
万
円

国
保
証
の
取
り
上
げ
は
再
開

保
険
料
値
上
げ
も

待
機
児
最
高
に
な
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
認
可
保
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つ
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ず

区
民
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が

　
　
　
生
き
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区
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タ
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塚
公
共
駐
車
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は
4
0
0
0
万
円

国
保
証
の
取
り
上
げ
は
再
開

保
険
料
値
上
げ
も

待
機
児
最
高
に
な
っ
て
も

　
　
　
　
　
　
認
可
保
育
園
つ
く
ら
ず

区
民
の
声
が

　
　
　
生
き
る
区
政
へ

区
民
の
声
で
徹
底
追
及

区
民
の
声
で
徹
底
追
及

日
本
共
産
党

日
本
共
産
党

写真は区議団が行った
第10回区民アンケー
トに2400人の回答

　
九
〜
十
月
の
決
算
議
会
で
区
民
の
生
活
は
い
っ
そ
う
苦
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
足
立
区
の
財
政
は
昨
年
度
９４
億
円

も
余
り
基
金
（
貯
金
）
は
今
年
度
末
で
9
7
3
億
円
に
な
る
見
通
し
で
す
。

　
借
金
は
あ
り
ま
す
が
国
の
財
政
健
全
化
基
準
で
み
れ
ば
、
そ
の
比
率
は
非
常

に
少
な
く
着
実
に
返
せ
る
も
の
で
す
。

自民・公明と民主
が後おし

苦
し
い
区
民
の
生
活
よ
そ
に

苦
し
い
区
民
の
生
活
よ
そ
に

た
め
こ
ん
だ
基
金

た
め
こ
ん
だ
基
金

た
め
こ
ん
だ
基
金
9
7
3
億
円
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所
在
不
明
高
齢
者
の
存
在
が
足
立
区
が
発

端
と
な
っ
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
り
ま
し

た
。
　

　
日
本
共
産
党
は
、
根
底
に
貧
困
の
拡
大
と

社
会
保
障
制
度
の
改
悪
が
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
な
が
ら
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
土

地
で
安
心
し
て
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
、
区

が
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
区
議
団
の
質
問
に
区
は
「
孤

独
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
」
立
場
に
変
わ
り
は
な

い
と
答
弁
。
日
本
共
産
党
が
提
案
し
て
い
た

新
聞
販
売
店
を
区
の
「
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
協
力
機
関
に
加
え
る
こ
と
が
実
現

し
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
、
町
会
・
自
治
会
が
行
っ

て
い
る
高
齢
者
を
支
え
る
取
り
組
み
や
、
区

の
見
守
り
の
施
策
へ
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

　
足
立
区
で
は
Ｕ
Ｒ
と
連
携
し
て
、
大
谷
田

１
丁
目
団
地
で
24
時
間
3
6
5
日
、
65
才
以

上
の
高
齢
者
の
総
合
支
援
事
業
を
始
め
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
高
齢
者
世
帯
や
ひ
と
り

暮
ら
し
の
多
い
都
営
住
宅
や
供
給
公
社
に
も

拡
大
を
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
足
立
区
で
は
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が

「
消
防
庁
方
式
」
か
ら
「
民
間
方
式
」
に
完

全
移
行
し
、
今
年
度
か
ら
全
員
、
非
課
税
世

帯
は
月
5
0
0
円
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
慢
性
疾
患
の
あ

る
高
齢
者
の
命
を
守
る
た
め
に
か
か
せ
な
い

も
の
で
、
23
区
中
13
区
で
は
非
課
税
世
帯
は

無
料
で
す
。
安
心
を
支
え
る
た
め
足
立
区
で

も
非
課
税
世
帯
は
無
料
に
す
べ
き
と
提
案
し

ま
し
た
。

　
足
立
区
の
紙
お
む
つ
補
助
制
度
は
23
区
で

最
低
水
準
で
す
。
要
介
護
3
以
上
で
非
課
税

世
帯
と
の
所
得
制
限
が
あ
っ
て
、
必
要
な
人

が
こ
の
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
状
況
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
、
所
得
制
限
を
な
く
し
、

尿
失
禁
で
困
っ
て
い
る
人
は
介
護
度
に
関
係

な
く
、
補
助
制
度
を
使
え
る
よ
う
に
対
象
基

準
の
拡
大
を
求
め
ま
し
た
。

　
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者
解
消
は
喫
緊
の
重
要

課
題
で
す
。
日
本
共
産
党
は
、
い
ま
の
特
養

ホ
ー
ム
増
設
ペ
ー
ス
で
は
待
機
者
は
逆
に
増

え
続
け
る
こ
と
、
公
的
住
宅
の
建
て
替
え
や

公
有
地
の
活
用
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら

え
て
建
設
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
区
は
毎

年
一
ヶ
所
以
上
つ
く
る
方
向
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
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課
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に
！
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世
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地
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齢
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充
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！

地
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た
だ
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ホ
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3
7
3
6
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急
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！

た
だ
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ま
特
養
ホ
ー
ム
待
機
者

3
7
3
6
人
、緊
急
に
解
消
を
！

紙
お
む
つ
補
助
制
度

対
象
基
準
の
拡
大
で

必
要
な
人
が
使
え
る
制
度
に
！

紙
お
む
つ
補
助
制
度

対
象
基
準
の
拡
大
で

必
要
な
人
が
使
え
る
制
度
に
！

　
区
議
団
は
非
常
勤
職
員
の
最
低
賃
金

の
引
き
上
げ
と
雇
用
の
任
期
を
５
年
程

度
で
打
ち
切
り
の
撤
廃
、
正
規
比
率
を

高
め
る
べ
き
と
質
問
。
区
は
国
の
最
低

賃
金
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
で
検
討
を

約
束
。
23
区
で
は
７
区
が
任
期
制
限
を

撤
廃
し
て
い
ま
す
。

　
区
議
団
は
引
き
続
き
、
区
が
公
共
事

業
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
働
く
、
民
間
の

従
事
者
の
最
低
賃
金
を
保
障
す
る
「
公

契
約
条
例
」
を
制
定
す
る
検
討
委
員
会

を
提
案
。
区
も
検
討
を
約
束
し
ま
し
た
。

　
全
国
で
初
め
て
区
が
「
若
者
正
社
員

就
職
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
始
。

区
議
団
の
い
っ
か
ん
し
た
質
問
で
「
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
づ

い
て
の
画
期
的
な
施
策
。
26
名
の
正
規

職
員
を
養
成
し
ま
す
。
正
規
職
員
に
な

れ
た
若
者
か
ら
も
「
元
気
と
未
来
へ
希

望
が
も
て
た
」
と
感
謝
の
手
紙
、
メ
ー

ル
が
届
い
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
が
「
１
週
間
で

資
本
論
」
と
放
映
。
フ
ラ
ン
ス
の
経
済

学
者
は
「
マ
ル
ク
ス
を
読
ま
な
い
と
21

世
紀
は
理
解
で
き
な
い
」
と
発
言
。

　
景
気
後
退
か
ら
「
恐
慌
」
の
危
機
―

経
済
の
成
長
が
止
ま
っ
た
日
本
。
富
士

通
総
研
も
Ｈ
Ｐ
で
景
気
を
後
退
さ
せ
デ

フ
レ
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
脱
却
で
き
な
い

要
因
は
雇
用
者
報
酬
（
労
働
者
の
賃

金
）
が
低
迷
し
、
消
費
者
が
購
買
力
の

低
下
を
指
摘
。
今
こ
そ
、
働
く
も
の
の

雇
用
と
賃
金
引
上
げ
が
必
要
。

　
足
立
区
で
は
正
規
職
員
を
減
ら
し
続

け
て
２
０
０
９
年
度
区
の
正
規
職
員
は

３
６
７
０
名
、
非
常
勤
職
員
と
民
間
委

託
等
で
働
く
従
事
者
は
４
６
４
２
名
、

合
計
８
３
２
１
名
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
非
常
勤
・
外
部
職
員
比
率
は
55
・
８

％
と
23
区
で
一
番
高
く
、
大
半
の
人
が

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
。

　
区
も
職
員
削
減
は
限
界
と
言
っ
て
い

ま
す
。「
職
員
の
非
常
勤
化
に
よ
っ
て

短
期
で
担
い
手
が
入
れ
替
わ
る
た
め
、

質
が
低
下
し
、
悪
循
環
」「
日
本
の
正

規
公
務
員
数
（
人
口
比
）
は
先
進
国
で

は
最
低
水
準
で
あ
る
」（
朝
日
新
聞
論

説
委
員
）
状
況
で
す
。

区
民
世
論
を
力
に

共
産
党
の
い
っ
か
ん
し
た
質
問
で

区
民
の
思
い
を
力
に

共
産
党
の
い
っ
か
ん
し
た
質
問
で

若
者
雇
用
―
正
規
職
増
や
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
現

景
気
悪
化
の
要
因
は
賃
金
が
下
が
り
購
買
力
低
下

非
常
勤
職
員
の
最
低
賃
金
引
き
上
げ
等
を
検
討

区
の
職
員
が
多
す
ぎ
る
と
言
う
が
、
実
態
は
？

保
育
園
を
減
ら
そ
う
と
す
る

自
公
民
区
政

自
公
民
区
政
は
「
少
人
数
学
級
」

　
　
　
　
の
公
約
に
背
を
向
け

学
校
統
廃
合
に
執
着

日
本
共
産
党
は

ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
へ
の

環
境
整
備
を
具
体
的
に
提
案

保
育
園
増
設
の
抜
本
策
と

緊
急
対
策
を
提
案

 

　
　 

　
日
本
共
産
党

ど
の
子
も
大
切
に

さ
れ
る
教
育
を

認
可
保
育
園
の

増
設
を

「
保
育
園
が
決
ま
ら
な
い
の
で
仕
事
が

で
き
な
い
」

　
認
可
保
育
園
だ
け
で
な
く
、
認
証
保

育
所
や
保
育
マ
マ
に
も
預
け
る
こ
と
の

で
き
な
い
保
育
園
待
機
児
童
が
、
今
年

４
月
に
は
４
３
６
人
。
９
月
時
点
で
５

８
６
人
に
膨
れ
あ
が
り
ま
し
た
。

　
経
済
危
機
の
中
で
保
育
園
入
所
希
望

が
急
増
し
て
い
る
の
は
、
全
国
的
な
傾

向
で
す
。
足
立
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
他
の
自
治
体
で
は
次
々
と
認
可
保
育

園
増
設
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
に
、
足

立
は
頑
と
し
て
拒
否
し
続
け
て
い
ま
す
。

「
緊
急
待
機
児
対
策
」
と
い
っ
て
も
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
認
可
外
の
保
育
施
策

で
す
。
逆
に
「
将
来
子
ど
も
が
減
る
か

ら
」
と
認
可
保
育
園
を
つ
ぶ
す
話
を
先

行
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
今
い
る
待

機
児
の
解
消
へ
、
保
育
マ
マ
や
認
証
保

育
所
な
ど
の
緊
急
策
と
と
も
に
、
安
心

し
て
子
育
て
し
な
が
ら
働
け
る
環

境
を
め
ざ
し
、「
公
有
地
も
活
用

し
計
画
的
に
認
可
保
育
園
の
増
設

を
」
と
具
体
的
に
提
案
。

　
国
も
「
６
年
間
で
全
て
の
学
校
で
35

人
学
級
に
す
る
、
そ
の
後
２
年
で
30
人

学
級
に
す
る
」
と
来
年
度
よ
り
１
・
２

年
生
の
35
人
学
級
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　
区
長
は
「
35
人
学
級
」
の
公
約
を
し

て
い
る
の
に
、
国
が
「
や
る
」
と
言
っ

て
も
積
極
姿
勢
を
示
し
ま
せ
ん
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
国
の
と
お
り
に
１
〜
２
年
生

30
人
学
級
、
4
年
〜
中
3
年
生
ま
で
35

人
学
級
に
な
れ
ば
、
教
室
も
学
校
も
足

り
な
く
な
る
の
に
、
本
木
東
小
、
千
住

第
五
小
の
統
廃
合
（
廃
校
）
で
学
校
つ

ぶ
し
に
や
っ
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
少
人
数
学
級
の
実
施
、
学
校
統
廃
合

の
凍
結
。
こ
ど
も
と
先
生
が
し
っ
か
り

向
き
合
っ
て
成
長
で
き
る
教
育
と
、
特

別
教
室
の
冷
房
化
や
食
中
毒
事
件
の
教

訓
か
ら
給
食
室
の
改
善
、
不
足
す
る
特

別
支
援
学
級
の
増
設
な
ど
を
具
体
的
に

提
案
し
ま
し
た
。

20カ所の認可園整備めざす世田谷区ー現在91の
認可園（足立区とほぼ同数）がありますが、増設に乗
り出しました。今後4年間で2650人分の保育整備目
標を持ち、国有地も活用して、認可保育園20園を整備。
今年度着手した2カ所は2012年度開設見込み。

北区でもーお隣の北区でも、保育計画において「認
可保育所の増設について、数値目標も含めて計画化す
る」としています。

財政が足立よりきびしい市でもー町田市は足立区
よりも財政は厳しい自治体ですが認可保育園の6カ所
増設に踏み出し、2011年度から2カ所が開所します。

ごいっしょに力をあ
わせ子育て応援・子
どもたちがすこやか
に育つ足立区をつく
っていきましょう。

他区では認可保育園を
作っているのに

 建設時     「官民パートナーシップだから」と
区役所跡地を権利金・保証金（3.6億円）も免

除し、格安の地代で土地を綜合商事に貸して

あげる。

 さらに 　毎年9800万円の税金を投入
1年（365日）の６割、219日は「区民利用日」

として、一日の一般利用料金（天空劇場）34

万円、（会議室）９万円分を、誰も使っていな

くても区がまるまる支払っている

20年間で約20億円、毎年9800万円税金を注
ぎ込むのではなく、区が最適化条項にもとづい
て契約変更をして区民利用分だけ支払えば半額
以下になりムダ使いは改められます

　しかし、区は試算すら拒否、施設の管理収支も「綜

合商事が非公開だから」と把握もせず、毎年税を投

入し続けています。

天空劇場等に9800万円天空劇場等に9800万円天空劇場等に9800万円
 建設時    「竹の塚東口に公共駐車場が必要」といい、
駅から離れた元自民党足立総支部長の建てるFビルの
地下の駐車場建設費として、一台700万円×99台分、
約７億円の税を投入。

 さらに      ●Fビルの付置義務31台分の権利も区が賃
料を払って借り受け、地代と合わせて毎年1100万円以
上、F氏側に税を投入。
●「区が全権利を持ち一括管理」といいながら、駐車
場売り上げの大半は「管理費用」としてF氏側に。計
毎年4000万円をF氏側は手にし、区は1100万円税を投
入してもわずか100万円しか歳入できず。

日本共産党区議団は、あり方の抜本的な見直し・ムダ使いをなくすよう提案しています

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24/31 25 26 27 28 29 30

空

空 空 空 空

空 空 空 空 空

空 空 空 空

空 空 空 空

平日全日
9:00～22:00

340,000円
（357,000円）

基準時間使用料
※（  ）は税込料金

天空劇場 空き状況（2010.10.11現在）

は4000万円Fビル は4000万円Fビル は4000万円竹の塚公共
駐   車   場
竹の塚公共
駐   車   場Fビル

足立区作成の
資料より

周辺のコインパーキン
グは自力で運営してい
ます。特定施設にだけ
建設時7億円、その後
も毎年お金を注ぎ込む
必要はありません

特
定
企
業
に
優
遇

特
定
企
業
に
優
遇

子育て応援・子どもたちが
すこやかに育つ足立区へ
子育て応援・子どもたちが
すこやかに育つ足立区へ

特定業者優遇・ムダ使いなくし
予算をくらし優先に
特定業者優遇・ムダ使いなくし
予算をくらし優先に

公共サービス低下•ワーキングプアをなくし
若者に希望がもてる社会へ
公共サービス低下•ワーキングプアをなくし
若者に希望がもてる社会へ

ひとりの孤独死も出さない　
ささえあい、つながりあって暮らせる安心の街を
ひとりの孤独死も出さない　
ささえあい、つながりあって暮らせる安心の街を

日本共産党つの改革を提案つの改革を提案
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日本共産党

　日本共産党の継続的な提案・質問で雇用対
策が前進。あだち若者サポートステーション、
ひきこもりネットなどとともに、今年度は雇
用とくらしの総合相談（ワンストップサービ
ス）窓口の常設化が開始。
　仕事を探す若者や働く人に大きな安心とな
り「仕事が見つかった」と喜びの声も寄せられ
ています。

　オウム真理教（アレフ）が、全国一とい

われる拠点施設を足立区入谷につくろうと

して工事が始まっています。地域住民から

いっせいに不安の声が上がり｢施設阻止｣の運動が広がっています。

　区議会は同趣旨の陳情を採択しました。またオウム真理教のみに特化し、活

動報告を義務づけ、従わない場合は立ち退きを命じることが出来る条例を全会

一致で可決しました。全国の自治体で初めてのものです。

　日本共産党は条例が憲法で保障されている思想・信条、信教、集会、結社の

自由、表現及び学問の自由を

脅かすことがないよう「反社

会的団体」であるオウムに特

化した条例となるよう提案す

るなど区民とともにオウム阻

止の先頭に立っています。

　区内にはまだまだ交通不便地域が残っており区
は、初めて交通不便地域を特定したパーソントリ
ップ（人の動き）調査を実施しました。
　日本共産党は「空白地域の解消を計画に位置づ
け、採算性の高い路線だけでなく、低い路線につ
いても、自治体と交通事業者が共同して、取り組
むべきではないか。また、コミュニティバスも通
れない道幅の狭い道路については、乗り合いタク
シー（ワゴン車等も）の導入も必要ではないか」と
質問しました。

　国民一人一人に「移動する権利」があり、高齢
化などの事情により移動が制限されている人々に
差別されずに「移動」を保障していこうという考
え方を交通権といいます。日本共産党はこうした
考え方も示し、財源保障もして実施を求めました。
　区は、バス事業者やタクシー事業者と連携して
今後、不便地域の解消、高齢者の買い物、通院等
にも困らないようきめ細かな交通政策を展開して
いきたいと答弁しました。

　
公
共
工
事
に
携
わ
る
労
働
者
の
賃
金
も
十

年
前
と
比
べ
る
と
大
幅
ダ
ウ
ン
。

　
最
低
賃
金
額
等
を
独
自
に
定
め
る
公
契
約

条
例
制
定
を
求
め
る
声
が
大
き
く
広
が
っ
て

い
ま
す
。
い
ち
早
く
実
施
し
た
野
田
市
の
市

長
は
「
賃
金
水
準
を
少
し
で
も
是
正
で
き
た

こ
と
に
意
義
を
感
じ
る
。
時
代
の
要
請
に
マ

ッ
チ
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
は
「
制
定
に
む
け
て
検
討
会

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
」
と
質
問
。

　
区
は
「
今
の
公
共
調
達
の
あ
り
方
が
万
全

と
は
思
っ
て
い
な
い
、
検
討
委
員
会
の
設
置

も
含
め
検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁
。

　
い
ま
一
般
就
労
が
困
難
を

き
た
し
て
い
る
中
で
、
障
害
者

が
真
っ
先
に
首
を
切
ら
れ
る
状
況
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
え
障
害
者
の
気
持
ち
や
実
態
を
理
解
し
て

い
な
い
人
が
ま
だ
ま
だ
い
る
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
、
日
本
共
産
党
は
実
態
を
も
と
に
議
会
で
質
問

し
ま
し
た
。

　
Ｊ
ス
テ
ッ
プ
（
障
害
者
保
護
雇
用
）
は
事
業
を

撤
退
す
る
の
で
は
な
く
一
人
ひ
と
り
の
障
害
者

（
児
）
の
成
長
を
保
障
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
都
立
特
別
支
援
学
校
の
寄
宿
舎
は
廃
止
し
な
い

よ
う
区
と
し
て
存
続
を
東
京
都
に
働
き
か
け
る
こ

と
を
要
求
。
区
は
「
当
事
者
が
納
得
い
く
よ
う
に

す
す
め
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　ワクチンで予防できる子宮頸がんについ

て、日本共産党はくりかえし予防ワクチン

接種へ助成を行なうよう求めてきました。

　今議会では国も今年度補正予算に関連経

費を盛り込むとしていることを指摘。もれなく実施するよう区に要求しました。区

は「来年度から実施する」と約束。全額助成の意向も示しました。

　高すぎる国保料が払えない人がふえてい

ますが23区の国保は、来年度から保険料の

算定方式を変えてさらに負担が重くなる人

が発生する可能性があります。

　日本共産党は、保険料が値上げとならないよう議会で求めています。また、保険

証を取り上げられて命を落とす悲劇が起きないように提案しています。

　
中
小
企
業
は
、
長
引
く
不
況
と
円
高
の
あ

お
り
で
一
層
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
大
田
区
は
町
工
場
の
経
営
改
善
や
部
品
加

工
の
高
度
化
に
必
要
な
機
械
装
置
・
工
具
購

入
へ
補
助
金
を
出
す
「
も
の
づ
く
り
直
接
緊

急
支
援
」
を
実
施
し
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
は
、
足
立
区
で

も
こ
の
よ
う
な
制
度
を
実
施
す
る
よ
う
繰
り

返
し
質
問
。
区
は
今
議
会
で
「
緊
急
経
済
対

策
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
予
定
で
す
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

公
契
約
条
例
の

　
　
　
検
討
会
も

公
契
約
条
例
の

　
　
　
検
討
会
も

直
接
支
援
実
施
へ

直
接
支
援
実
施
へ

障
害
者
支
援

障
害
者
支
援

中
小
企
業

中
小
企
業

中
小
企
業

交通不便地域解消交通不便地域解消交通不便地域解消

雇用・就労支援雇用・就労支援雇用・就労支援

乗合タクシーも提案

オウム対策オウム対策オウム対策

交通権・財源保障も要求し

健康といのち健康といのち健康といのち

好評

今
議
会
で
前
進
し
ま
し
た

「なかなか意見を言う場が
ないので、このようなアンケートは
とても嬉しく思いました。」

（26歳・女性）

「なかなか意見を言う場が
ないので、このようなアンケートは
とても嬉しく思いました。」

（26歳・女性）
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